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新
、
村
本
町
長
が

5
月

1

日
町
職
品
の
出
迎
え
を
受
け

て
初
登
庁
、
就
任
に
あ
た
り

あ
い
さ
つ
『
町
民
の
願
い
を

担
っ
て
.
信
頼
の
上
に
立
ち

問
政
を
進
め
た
い
.
説
会
、

町
職
員
の
協
力
を
願
い
、
自

ら
僚
を
正
し
町
民
サ
ー
ビ
ス
、

要
望
に
答
え
る
べ
く
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
た
い
己
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
今
企
町
の
進
路
に

つ
い
て
「
社
会
情
勢
は
、
民

業

一
つ
を
捕
え
て
も
械
に
厳

し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
と
行

政
ば
か
り
で
は
難
し
く
、
住

民
と
の
対
問
、
参
加
の
中
で

干
づ
く
り
の
行
政
を
目
指
し
、

こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
こ

え
‘
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

住
民
の
幸
せ
は
も
と
よ
り
、

町
の
発
展
に
重
点
を
お
き
、

健
全
財
政
の
運
営
由
を
基
盤
に

し
て
独
自
的
、
独
創
的
、

主

体
的
に
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

町
の
足
元
を
見
き
わ
め
て
.

個
性
、
特
色
を
見
い
だ
し
、

ど
う
位
置
づ
け
活
路
を
見
い

だ
し
て
行
く
か
で
あ
る
。

良
薬
に
ふ
れ
て
見
る
時

牛
乳
の
生
産
制
務
、
米
の
生

産
制
整
が
強
化
さ
れ
て
い
る

中
で
、
農
業
者
が
生
き
仲
ぴ

国鉄瀬棚線跡地利用構想

ι:;ごみ247三y
風車ど花

る
た
め
に
は
、
休
耕
地
の
布
効
活
用
、

決
同
・

洪
撲
を
図
り
.
生
産
コ
ス
ト

の
経
滅
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た、

地
力
の
地
進
輪
作
体
系
を
陣
立
し
、

収
機
岡
引
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
股
業
は
、

原
料
供
給
血
で
あ

り
「
つ
く
る
民
業
」
で
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
は
「
売
る
川
崎
業
」
へ
と
展
開

拍
手
・
花
束
手
に
初
登
貯

す
る
こ
と
が
唯

一
の
活
路
に
な
る
の

で
は
な
い
か
.
農
産
物
の
版
路
拡
大
、

生
産
、

加
工
、
阪
先
を
組
み
合
わ
せ

た
「
農
業
の
立
体
化」

流
通
、

加
工
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附
利
位
年
3
川
町

H
山崎
d
山酬
と
主

っ
た
瀬
棚
紛
の
A
，
令
駅
間
辺
跡
地
の

利
川
に

つ
い
て
検
討
が
屯
ね
ら
れ
て

い
ま
す
。

防
次
山
也

+4P
、

1
1
1
 京
山
門
間
メ
ー
ト
ル
、

村本光夫新町長

職員の拍手に迎勺 れて

!II.'.i 

イ
メ
ー
ジ
の
大
き
な
要
素
で
あ
り
ま

す
。
快
油
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
仰
進
、
潤
い
と
生
が
い
の
あ
る
生

前
環
境
を
較
的
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

日

本

の

大

風

車

ま
ち
の
顔
づ
く
り

一

日制

i
m
メ
ー
ト
ル
、
而
制

υ
ヘ
ク
タ

ル
、
市
街
地
の
中
心
地
で
あ
り
ま

す
。
引
川
紀
を

u
mし
た
今
金
町
の

ま
ち
づ
く
り
の
琉
と
し
て
町
民
た

す
役
川
は
大
き
く
‘
公
闘
は
町
内
「
倣
」

本
町
は
、
「
素
朴
な
向
然
と
安
全
快

適
な
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
町

総
合
計
刊
の
基
本

u
mと
し
て
い
ま

す
。
町
民
の

日
前
生
活
と
庇
接
し
た

「
焦
い
」
「
ふ
れ
あ
い
」
「
恕
う
」

こ
と
に
よ

っ
て
『
が
び
」
「
生
き
が

い
」
を
感
じ
る
広
場
を
刷
出
す
る
こ

と
を
日
的
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
公
削
問
聞
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
l
ド
を
設
け
、

中
央
に
は
「
背
楽

と
踊
り
の
広
場
」
度
外
音
楽
堂
を
中

心
に
芝
生
の
広
場
を
設
け
、
郷
土
の

ま
つ
り
、
行
事
等
を
附
催
「
集
い
」

の
広
場
と
す
る
も
の
で
す
。
更
に
は
、

「
ン
ン
ポ
ル
の
広
場
」
を
設
け
.
町

花
で
あ
る
チ
ュ
ウ
リ

y
プ
と
日
本

一

の
大
胤
事
を
中
心
に

L
.
今
金
町
の

「
飢
」
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
鑑
引
と
思

い
の
広
場
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た、

「
多
け
的
広
場
」
を
設
け
、
川
町
ま

つ
り
、
行
郁
利
川
を
す
る
と
同
附
に

住
民
が
白
山
に
利
則
で
き
る
広
場
づ

く
り
を
し
た
く
、
計
回
検
討
中
で
す
.

而
を
よ
り
虫
似
し
た
「
発
股
方
策
」

を
つ
く
る
こ
と
が
必
裂
に
な
り
そ
う

.、-。''ハ
更
に
、
今
金
町
の
活
性
化
対
策
と

し
て
は
、
本
町
は
大
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
活
用
の

た
め
に
は
、
自
然
に
調
和
し
た
観
光

開
発
が
必
要
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
今

金
の
「
顔
」
づ
く
り
‘
シ
ン
ボ
ル
を

造
り
今
金
問
を
ピ

1
ア
ー
ル
、

地
域

の
活
性
化
、

潤
い
あ
る
町
づ
く
り
を

し
た
い
。

こ
と
農
業
ば
か
り
で
な
く
、
商
工

業
.
日
間
初
、
教
育
‘
文
化
等
に
つ
い

て
も
諸
問
組
が
山
防相
し
て
い
る
が
、

住
民
と
行
政
は
共
存
共
栄
で
あ
り
巡

命
北部
同
体
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
議

会
や
住
民
の
協
力
な
く
し
て
行
政
は

成
立
し
な
い
。
各
位
の
特
段
の
ご
協

• • 
医l

シンボルの広場風車と花、

世

サイクリングロード

四己

音楽と目前りの広場

~.!!!:力、、
IU!ご
差支
し扱
でを
語お
っ願
てい
くし
れた
まい
し ~O

たと

( 2) 

明
日
の
町
づ
く
り
の
原
動

力
と
な
る
人
材
育
成
「
人
づ

く
り
」
の
杭
極
的
推
進

。

農
林
業
の
多
目
的
発
展
施

策
的
推
進

。

地
元
商
工
業
者
の
潤
い
あ

る
地
機
経
済
の
活
性
化

。

安
心
し
て
働
け
る
服
用
場

所
内
拡
大

。

「
ふ
る
さ
と
今
金
」を
売
り

出
す
観
光
開
発
的
推
進

。

盟
か
で
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
と
安
心
で
き
る
稲
祉
の

推
進

。
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
、
盟

か
な
教
育
、
文
化
の
育
成

。

町
民
本
位
の
活
力
あ
る
町

機
構
の
確
立

。
広
報
紙
に
つ
い
て
こ

意
見
【
}
希
望
が
あ
り

J
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ま
し
た
ら
ご
連
絡
〈

広
報
係

出稼者の皆さんヘーお願い
労働者手帳を持参していますカ、 帰町の際は連絡を

ご迎給ください。

行先で働いている問、町広報紙、議会だ

より等を送付いたします。

商工観光課から

労働者手帳をお持ちになっていますか。

出稼の際、労働者手帳が必要です。行先を

告げ、ご持参ください。

帰町 しました節には、その旨を担当課へ

( 3 ) 



児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ま

お
済
み
で
す
か

六
月
中
に
役
場
に
拠
出

児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
の
支

給
を
受
け
て
い
る
方
、
六
月
は
「
現

況
届
」
を
提
出
す
る
円
で
す
。

こ
れ
は
、
受
給
者
の
方
が
前
年
の

所
得
、
養
育
の
状
況
な
と
の
必
要
事

項
を
現
在
住
ん
で
い
る
市
区
町
村

役
場
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
手
続
き

で
す
。こ
の
届
け
出
は
引
き
続
き
児
童

手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
と
う
か
を
決

『
現
況
眉
』

め
る
大
切
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

受
給
の
資
絡
が
あ
っ
て
も
、
六
月

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
聞
に
「
現

況
届
」
を
提
出
し
‘
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
た
だ
か
な
L
と、

六
月
分
か

ら
の
手
当
は
受
け
ら
れ
な
〈
な
る

こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

L
 

。
。

寸
現
況
届
」

の
別
紙
は
、
各
市
区

町
村
役
場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
六

月
中
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く
。

な
お
、
今
年
の

一
月

一
日
以
後
に

-恩給を受給されている皆さま・

今年は受給権の調査の年です

恩給を受給されている万については、 1

年おきに恩給受給権に関する謂査を実施し

ています。

今年は、旧軍人の普通扶助料公務扶助

料 1曽加非公死扶問料特例扶問料傷病

者遺族特別年金を受けている方の受給権に

ついて調査する年に当だりきすので、該当

する方l革、受給権調査1こ関写る申立書類を

必ず提出してくださし」

なお、これうの挟問料まだは傷病者遺族

特別年金を請求し、昭和例年Q用1巳以降

lこ裁定(l曽額改定はさまれません〉を受け

だ方は、今回の調宣からは除外されますの

で、同申立醤類を提出する必要はありませ

《μ。

受給権調査!こ関する申立書用紙の配布

7月6日の恩給受給自己、受給郵便局で
「受給権調査1こ関する申立音」用紙をお受

け取りくださし」郵便貯金に振替預入して

いる万も漏れなくお受け取りくださl¥0 

広あ、国民金融公庫まだは沖縄振興開発

金融公庫で担保権設定中の万については、

同公庫から配布されますので、所要事I員を

」
| どうなる/このゴミの行方 . 
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昨
午
川
川

l
uで
ゴ
ミ
の
引
料
化

に
な
り
た
え
ず
話
題
に
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
近

年
人
け
が
減
少
し
て
い
る
の
に
ゴ
ミ

の
排
出
拡
が
哨
ょ
す
る
は
か
り
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
機
械
の
処
即
能

力
を
オ

l
パ
、
単
主
地
を
設
け
処

理
す
る
な
ど
の
方
法
を
と
っ
た
も
の

の
、
そ
れ
も
限
界
に
き
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
料
金
問
題
で

あ
る
が
、
応
飾
事
務
所
等
に
つ
い

て
布
料
化
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
住

民
れ
担
が
不
公
平
で
あ
る
。
こ
の
対

策
と
し
て
‘
引
民
向
ゴ
ミ
に
対
す
る

認
織
を
新
ら
た
に
し
て
も
ら
う
こ
と

で
あ
り
、
燃
え
る
ゴ
ミ
な
ど
白
家
処

刑
町
で
き
る
も
の
は
処
思
し
て
も
ら
い
、

コ
ミ
の
減
益
化
、
年
々
明
大
す
る
述

何
百
の
負
担
軽
減
を
は
か
ろ
う
と
し

現
在
の
市
区
町
村
に
引

っ
越
し
て
き

た
人
の
場
合
は
、
「
現
況
届
」
の
他

に
、
以
前
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
村

の
「
六
十

一
年
中
の
所
得
証
明
書
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
経
過
の
中
で
、
北
部
検

山
山
町
の
各
町
代
表
議
員
3
名
づ
、

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
会
議
に

お
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
巣
、
有
料

化
が
決
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
結
巣
、
術
生
セ
ン

タ
に
出
荷
す
る
ゴ
ミ
の
立
は
、
叩

月
か
ら
3
月
ま
で
の
川
で
、

燃

え
る

ゴ
ミ
加
ト
ン
の
減
不
燃
物
で
は
何

ト
ン
が
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
山
や

河
川
、
道
路
脇
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

ゴ
ミ
が
め
だ
っ
こ
と
で
す
。
燃
え
る

ゴ
ミ
、
腐
る
ゴ
ミ
は
ま
だ
し
も
、
車

の
タ
イ
ヤ
、
ビ
ン
、
ナ
イ
ロ
ン
性
の

も
の
で
拾
て
ら
れ
、

自
然
環
境
の
汚

染
に
甚
だ
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
コ
ミ
の
行
方
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
、
っ
か
。
こ
の
ゴ
ミ

「野山に散

町道わきに4書てられているゴミ

改
正
さ
れ
た
児
童
手
当
制
度

一
番
目
の
子
供
も
対
象
に

児
童
手
当
制
度
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
大
幅
改
正
さ
れ
、
児
童
手

当
の
対
象
範
囲
を
三
番
目
の
子
か

ら
、
二
番
目
の
子
ま
で
に
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
三
年
間
で

対
象
年
齢
が
段
階
的
に
変
わ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

そ
の
二
年
目
に
当
た
り
、
次
の
子

供
が
児
童
手
当
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

二
番
目
の
子

1
昭
和
五
十
八
年
四

月
三
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子

三
番
目
の
子

l
昭
和
五
+
=
一
年
四

月
三
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子

も
し
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
が

児
童
手
当
の
対
象
で
、
届
け
出
が

ま
だ
だ
っ
た
り
、
わ
か
ら
な
い
一
-

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
市
区
町

村
役
場
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

記入の上、同公庫に提出してください。

O提出書類 受給磨調査に関する申立書と

戸籍ゆ本

支給郵便局

昭和62年9月30巳
提出期限までに受結権調査

に関する申立書類を提出され

ないときは、提出されるまで

扶自E料まだは傷病者遺族特別
年金の支給は受けられないこ

とに怠っていま写ので、ご注

意ください。
受
給
権
調
査
に
聞
す
る
申
立
書

O提出先

O提出期限• • 

( 4) 

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
婦
人
的
会
議
、

町
内
の
諸
会
議
に
お

い
て
話
題
の
焦

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
た
し
て
有
料
化
に
し
て
よ
か
っ

た
の
だ
ろ、っ
か

。

川
に
と
っ
て
も
今
後
の
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
個
人
の
良
識
、
主
姉
達
の

強
力
な
る
協
力
が
必
要
に
な
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
。
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
今

一
度
、
工
夫
、
検
討
を

要
す
る
の
で
は
。

今
金
町
ば
か
り
で
な
く
、

北
部
四

…

小

野
美
由
紀
さ
ん
(
辺
)

登
別
市
出
身
一

一

ン

、

テ

ニ

ス

を

や

り

た

い

と

思

つ

一

副

判

断

miaa--'a
て
い
ま
す
U

ま
た
、
保
健
錦

E
L

一

・

4

.
m繍
似
献
胸
紋
J
2
1.

、
••. 
，
 
.. 
て
「
皆
さ
ん
に
す
ぐ
声
を
か
吋
て
一

一
圏
直
圃

'
U
唱

r

h
も
ら
え
る
よ
う
な
保
健
婦
に
な
り
一
-

一
園
園
開
明
帝
円

i

y

邑

邑

.

た

い

。

一

日

も
早
〈
今
金
町
に
な
一

一
路
間
協
羽
掴
阻
園
田
町
劇
画
・
・
・
・
・
・
・
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
U
E
話

通

関

語

圏

圃

掴

圃

回

国

し

て

い

ま

し

た

。

一

一
町
の
保
健
指
導
係
と
し
て
、
4
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
家
庭
を
訪
一

一
月
1
日
ず
勺
勤
務
す
る
こ
と
に
な
閉
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
一

一
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
動
車
免
許
訪
問
的
際
に
は
温
か
く
迎
え
て
や
一

e

取
得
の
た
め
一
カ
月
ば
か
り
不
在
っ
て
く
だ
さ
い
。

一

一
と
な
っ
て
い
ま
し
た
0

5
月
寸
勺

入
ゴ

9

川

-M

一

一
正
式
に
勤
務
し
ま
す
。

G
F
'
t
f

六一
-
e

e

小
野
さ
ん
は
、
今
年
、
帯
広
高

f

J

弊

弘

司

一

e

等

看

護

学

院

保

健

婦

科

卒

業

し

ま

白

斗

4

吋強
z'

一

一
し
た
。
趣
味
は
、
音
楽
銀
賞

品

会

記

烈

昌

弘

岨

一
し
い
人
柄
、
今
後
、
「
パ
ト
ミ
ン
卜

f
E
dいい
kf2
一L

5

 



( 6 ) 

しき遊生子 み的にに 孫 六八六な ノド休瓦十全 • よるぴし供子

人大ガ 道水ぴ 子供の
まな注、 子と例必L月卜つ昨の 分が夏

う大にてた flt L夏意わ供し ま九た年事み気 噌に

事
子-人はいちの ょ前をしたをていで人 三中井 ー 故のをえな

カf また'ノ1< t たしノド い こ の 。 年が時期 つまる 供
同必すけ難 tすOlこ氷 にらたのま百 三 ニ生問自 けすと

故 の伴ず 。で Zf' は涼 、いち司王す六かの以で立はたが
す Ht!:子 山 故 同 や bぃ大放 。+nう下。ち L、 、海

水る J量供かの 伴 うの人か 七 111]ち子のノドま毎も水平 のよ者のけ六 し ー かはら 人に のす年の。 難川
難事うカ‘ /1< t~ WIJ 

ょう
l正本lE守 わき ‘ 〉可 f!¥ 牲tli 。 、 司放E に .4，a、. にイ;1'~íÌ< ~~~ U 考んる 命生全 月は 子特 行

L頼平に上 え な止す た N三カ・ [g" jJ七にに機く

割
故まで水発が て格的 をのら百に の は • 特険ノトの 「一一て り申ら池 L安ftif の がにでの水 fl'i て、しれな自て 水 111' 編家

i主す流かカ7 も F1全4入て E宅い 難年
所を の 夏JJ: 。れき降 " れい蒋を占 N ま r1，: t依l'の

が 千 もがっ うをてな 近すを 例

再点倹 近のく必供述増た よ知・い の 。怠のを
要カす後 うら。、所検河 つ凶兄

発で i丘な 1;(は 符 にせたにし川 て分て
危険怠す づ りか ‘ 主l之主 L る柵全は 、や いのみ

。カ白たり 川 ま立 t、安ノ用ド る 三 る

生ないでや ー皿を L てを tz-策全 Fでilf rユと
いへなJlJ よ占Llc.t理 路 」二
ょん〈本 う。を日者の 発が子
う 1ι ‘路 」一一 立たにと溜主 生 、世モ

，・4、
にに

話 法定選挙運動費用額
町長選挙 1，198，000円 1}、

もすノト 議会議n選挙 772，000JIJ 月選占
迷る '1三
p~ なも つ 候補者氏名 日制~{任者氏名 総収入相 総支出額 挙法 「一一一一一
をど 山

「一一一
し、

カ、 、来 て 中井誠 f，j 中肝 ヲ号 l防 1，150，000阿 1，147，591円 σ〉
町'1' J担 他 知 改

る li文り り 村本光夫 問中njJ自白J¥ 1，082，000JII 1，073，713円 正 長このシ 山 た
荒井正信 荒井正伝 485，676円 485，676円とな| 人 し、 よ 、

にいズ

菜
方 石川 正 西 手占It 446，449円 429，449円

なよン に (j: 
町りうに 迷 河村昭 夫 石川 降 433，270JII 433，270円 自世

まにな と 収 公 議す充り 惑 支 日下昭一 郎 上村議太郎 305，000円 275，298円 Iす刑
分ま 報 の気し を

止口 今野 伝 今野 伝 630，000円 625，259阿 る
をた ~吐a 

笹森武雄 ノド !i' .iE Jlil 450，000円 448，820阿
」
選'コ 。 グ〉 と

けお か J11J 
1干我升完治 1i'我升徳閥、 383，465円 挙てで 同ぷ信ι 387，000円 立、.、

くか け 2王 カさ
問中 一夫 佐藤~仁 î~f 550，000問 518，460円 り 運主ゴ ;す て白 ま

さに な 意 き 谷田 隆 制|川 信 一 370，000円 369 ， 680JIJ し 動いな ま 式と
。る L、 す 徳旺l栄邦 近藤 rl!i 436，000円 431，560円

。

費'1' 11寺 車壬
放に 一 中 野 二 sJ¥ 中 野秀勝 377 ，OOOJII 376，483円 l~ のには
な車 狭 mJ勝 IIfl 担~ tr~ 辛ザj 480，000円 478，572円 'コ 一る抜

長谷川キヨシ 長谷川敬一 502，000JII 411 ，390同
L、

との て
骨宣自方 林磯次郎 水野利 3Z夫 450，000円 440 ， 980JIJ i立分な

選挙管 公はど 広沢 功 Jif<フE利治 360，000円 350，850円 i大
ヵ、に グ〉

開り行 理 本田 ニ 開i 正雄 545，000円 541，060阿 と
でき 委 お
な先 H 吉田吉郎 吉日l古sJ¥ 444，000円 437，655円 り 一くを 会

渡辺 一 郎 渡辺 = nJ¥ 513，000円 512，000阿
で

イ也 flJJ か す
人雌 ら

渡部祐治 安藤 宏 350，000円 349，358円

(e • 

だけは知っておこう
正しい知識と予防方法・

。
エ
イ
ズ
、

A
I
D
S
“
の
雪
一回葉

が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
連
日
の
よ
う

に
飛
び
か
っ
て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
で
は
既
に
数
十
万
人
の

犠
牲
者
が
い
る
ら
し
い
と
い
わ
れ
、

今
世
紀
末
ま
で
に
、
全
世
界
で
ほ
ぼ

一
億
人
が
エ
イ
ズ
で
死
ぬ
可
能
性
が

あ
る
と

。

確
か
に
エ
イ
ズ
は
現
在
の
と
ニ
ろ

確
実
な
治
療
法
も
見
つ
か
ら
な
い
感

染
症
で
す
が
、
で
も
、
う
つ
り
に
く

い
病
気
で
す
。
そ
し
て
十
分
に
自
分

で
予
防
で
き
る
病
気
な
の
で
す
。

い
た
ず
ら
に
根
拠
の
な
い
う
わ
さ

に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
、
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
て
、
エ
イ
ズ
か
ら
あ
な

た
自
身
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
〆

企
九
万
倍
に
拡
大
し
た
ヱ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス

‘
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
白
血
球

細
胞
(
八
千
倍
)

《
写
真
提
供
・
周
取
大
学
医
学
部
V

「
i
i回
目
エ
イ
ズ
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
こ
う

• • 

エ
イ
ズ
基
礎
知
識

E

ど
ん
な
病
気
で
す
か

エ
イ
ズ
は
日
本
語
て
「
後
天
性
免

疫
不
全
症
候
群
」
と
い
わ
れ
、
生
き

て
い
〈
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な

体
の
抵
抗
力
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う

恐
ろ

L
U
病
気
で
す
。

一
九
八

一
年
(
昭
和
五
十
六
年
)

に
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て
エ
イ
ズ
忠
者

が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
現
在
ま
で
に

ア
メ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
で
約
三
万

二
千

人

日

本

で

は
二
十
九
人
(
昭

和
六
十
二
年
二
月
末
調
ご

の
症
例

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

W
H
O
(
世

界
保
健
機
附
)
は
、
今
後
ま
だ
ま
だ

噌
加
す
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

ー

一
エ
イ
ズ
は
い
わ
ゆ
る
ウ
イ
ル
ス

し
仁
に
よ
っ
て
う
つ
る
の
?

k
一そ
の
と
お
り
で
す
。
世
界
中
の

E
仁

研
究
者
の
協
力
で
、

一九
八
三
年

に
エ
イ
ス
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
が

発
見
さ
れ
、H
ヒ

I
7V
(
Z
z
s
s
-ヨヨ

ロコ
0
己
ぬ
『
円
高
コ
n可
〈

弓

Zω
H
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
)
と
名
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
日
本
で
は
こ
の
ウ
イ
ル
ス

を
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
と
呼
ん
で
い
ま

す
。k

一
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入
る

l
Lと
す
ぐ
発
病
す
る
の
?

、

一ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中
に
入

っ
て

ードL
も
、
す
「
に
発
病
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
.
ふ
?
フ
、
数
か
月

か
ら
五
年
〈
ら

い
、
ほ
と
ん
ど
症
状

の
な
い
潜
伏
期
聞
が
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中
に
入
っ
た
か

ど
う
か
は
、
感
染
後
、
約
八
週
間
た

て
ば
血
液
検
査
(
抗
体
検
査
)
で
判

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ー

一潜
伏
期
聞
が
す
ぎ
る
と
、
ど
ん

し
仁
な
症
状
が
起
き
る
の
?

h

一
つ
ぎ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
自

ι
U
L
党
症
状
が
で
て
き
ま
す
。

-
発
熱
・
急
速
な
体
重
の
低
下

-
〈
ぴ
筋
や
脇
の
下
、
あ
る

い
は
鼠

径
部
(
足
の
つ
け
ね
)
に
グ
リ
グ
リ

が
で
き
る
(
リ
ン
パ
船
が
は
れ
る
)

・
異
常
に
疲
れ
や
す
い

・
原
因
不

明
の
下
痢
が
統
〈

噂
』
う
し
た
比
較
的
軽
い
症
状
が
き

ら
に
進
ん
で
、
体
の
免
疫
機
能
が
低

下
し
て
〈
る
と
、
細
菌
や
カ
ピ
、
原

ウイルスは一番小さい病原体

ウイルスとは、病原体のうち、もっと b小さい

むのです。大きさ(j:0.4ミクロンから0.01ミクロン

( 1ミクロンは 1ミリのlαゎ分の 1)で 電子顕微

鏡でなければ見えません。よ (.~D られているウイ
J土ろには、インフルエンザ、風参(三日ばしか)、

麻疹(はしか)などがあります。

虫
な
ど
が
体
内
で
あ
ば
れ
だ
し
、
通

常
か
か
ら
な
い
い
ろ
い

ろ
な
病
気
を

起
こ
し
ま
す
。

代
表
的
な
症
状
は

つ
ぎ
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

-
呼
吸
困
難

t
な
る
(
カ
リ
ユ
肺
炎
)

・
食
べ
物
が
の
ど
を
通
ら
な
い
(
カ

ン
ジ
タ
性
食
道
炎
)

-
ヒ
フ
に
が
ん
の
一
種
の
で
き
も
の

が
で
き
る
(
カ
ポ
ジ
肉
腫
)

-
記
憶
力
が
低
下
す
る

そ
し
て
、
現
在
の

t
こ
ろ
特
効
薬

は
な
く
、
発
病
す
る
と
三
年
で
、
四

人
の
う
ち
三
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

(
次
号
に
続
く
)

(7) 
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「一一 スウェーデンの心障者施設一一寸

し「カールスルンド」が一般分譲住宅に変身 J

|北欧福祉の散策 |
一
園
、
定
員
五
二
二
名
か
ら
八

O
名
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
y
ク
ホ
ル

ム
市
に
あ
る
「
カ

l
ル
ス
ル
ン
ド
」

は
、
世
界
的
に
も
有
名
な
心
開
布
の

総
合
施
設
で
あ
る
。
私
た
ち

一
行
は、

到
者
後
、
約
二
時
間
に
わ
た

っ
て
説

明
を
受
け
た
。
こ
の
施
設
の
治
事
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
O
二
年
i
似
人
の
力
で
娃
設。

一
九
二
問
年
jh
社
会
一州
制
法
人
と

切
り
換
え
ら
れ
る。

一
九
五
二
年
i
ス
ト

ソ
ク
ホ

ル
ム

市
以
に
転
換
。

一
じ
O
名
定
以
。

そ
の
も
の
が
ガ
ラ
空
に
な

っ
て
し
ま

い
.
使
則
し
な
く
な

っ
た
施
設
の
再

利
用
計
画
が
話
題
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
考
案
さ
れ
た
の
が
分
線
住

宅
と
し
て
の
利
別
だ

っ
た
。
民
間
の

建
設
会
祉
か
ら
住
宅
公
団
も
参
加
し

て
施
設
建
物
の
改
造
案
が
検
討
さ
れ
、

独
身
用
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
三
O
代
.

四
O
代
、
そ
れ
と
老
人
世
帯
ま
で
郎

広
く
利
用
で
き
る
分
譲
住
宅
に
改
造

し
た。私
た
ち
は
、
こ
の
売
り
出
さ
れ
た

分
設
住
宅
を
実
際
に
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
外
装
は
あ
ま
り
立
派

と
い
う
桜
で
も
な
い
が
、
窓
は
三
重

窓
、
内
装
は
モ
ダ
ン
な
北
欧
調
の
イ

ン
テ
リ
ア
で
仕
上
げ
て
あ
る
。

一
回
り
し
て
み
て
、
建
物
は
す

っ

か
り
改
装
さ
れ
て
い
た
が
正
面
、

三
階
娃
の
入
口
玄
関
の
壁
に
表
示
さ

れ
て
い
た
の
は
、
か
つ
て
の
心
防
者

の
総
合
施
設
の
名
前
「
カ
ー
ル

ス
ル

ン
ド
」
が
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

た
。日
本
だ

っ
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う

か
。
私
の
勝
手
な
想
像
で
、
お
叱
り

を
受
け
る
の
で
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、

き
っ
と
‘

心
陥
者
が
居
住
し
て
い
た

施
設
の
建
物
だ
か
ら
施
設
の
名
前
は

消
し
て
、
別
名
に
変
更
さ
れ
る
に
違

い
な
い
と
思
っ
た
。

心
向
者
施
設
の
町
「
カ
l
ル
ス
ル

ン
ド
」
か
ら
、
新
し
い

一
般
住
民
の 勝俊

一
九
五
附
年

三
三

O
名
定
川
H
0

・
一
九
五
八
年
間
五

O
名
定
H
H
e

-
-
九
六
八

年

五

二
二
名
定
員
と

な
り
‘
川
川
は
完
了
し
た
。

・
一
九
七

一
年
川
則
的
経
れ
と
な
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
大
型
施
設

の
時
代
も
あ

っ
た
が
、
隔
離
施
設
と

い
う
こ
と
で
小
明
化
し
て
き
だ
。
実

際
に
あ
る
大
型
施
設
で
は
‘

小
規
模

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
ケ
ア
し
て
い
る

L
.
職日以
も
、
石
被
州
、
保
母
な
ど

阪
療
型
の
介
助
、
ケ
ア
が
主
と
な

っ

て
い
る
。

施
設
へ
の
入
所
恭
都
も
、

よ
う
に
厳
格
に
き
ち
ん
と
決
め
ら
れ

て
は
い
な
く
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
向
感
だ
っ
た
。

ス
ウ
エ
デ
ン
の
純
設
入
所
者
数

は、

二
五、

三

O
O人
中
、
八
、

0
0
0

人
で
あ
る
が
、
ダ
ブ

y
テ
入
所
し
て

い
る
の
が
現
実
な
の
で
、
は

っ
き
り

分
類
で
き
な
い
の
が
実
態
で
、
例
え

ば
、
中
央
施
設
に
入
所
し
て
い
て
デ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
通

っ
て
い
る
ケ

l
ス

も
あ
る
。

日

←口柴光の里学園長

こ
の
カ
ー
ル
ス
ル
ン
ド
は
、
園
町

ノ
!
?
ラ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
政
策
、
脱

施
設
化
政
策
に
よ

っ
て
み
ご
と
変
身

日
本
の

ドJ

分譲住宅に変身

心 障者施設 「力 Jレスルン

• • 

し
た
わ
け
で
、
五
二
二
名
定
円
以
が
、

現
衣
八

O
名
の
小
規
桜
施
設
に
を

っ

て
い
た
。
こ
れ
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

が
工
業
国
と
し
て
の
経
済
力
を
持
っ

て
い
た
か
ら
政
策
転
換
が
可
能
だ
っ

た
と
説
明
が
あ
っ
た
。

日
本
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

経
済
大
国
と
し
て
そ
の
名
を
山
界
に

と
ど
ろ
か
し
て
い
る
の
に
、
思
い
切

っ
た
ノ

1
7
ラ
イ
ゼ
l
シ
ヲ
ン
政
策

は
逃
ま
ず
北
欧
各
国
の
足
元
に
も
及

ば
主
い
。
心
開
問
者
が
陣
容
を
持
つ
だ

け
の
同
じ
人
間
と
し
て
の
坊
厳
を
認

知
さ
れ
て
い
な
い
判
官
実
を
憂
う

一
人

で
あ
る
。

豆
、
二
年
後
に
は
、
定
員

O
に

こ
れ
か
ら
の
予
定
で
は

・
一
九
八
七
年

l
六
O
名
。

.
一
九
八
八
年
|
O
名
。

と
い
う
変
定
例
画
が
樹
立
さ
れ
、

実
行
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
政
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
慎
重
に
議
論
を
重
ね
実
践
に
移

し
た
。
行
政
、
税
の
会
、
学
総
経
験

者
な
ど
で
委
只
会
を
構
成
し
、
答
申

さ
れ
る
と
即
実
施
さ
れ
る
わ
け
で
、

そ
の
対
応
は
紫
平
く
、

日
本
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
施
設
を
な
く
し
て
地
域

的
グ
ル

ー
プ
ホ

l
ム
へ
心
障
者
を
移

行
さ
せ
る
こ
と
は
、
制
哨
が
最
初
か
ら

賛
成
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
施
設
職

以
が
中
心
に
な

っ
て
何
凶
も
説
得
し

• • 

川

「カ

l
ル
ス
ル
ン
ド
」
に
変
身
、
ん
だ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
大
勢
の
ろ
、
別
室
で
開川慨
し
た
五
が
よ
か

っ

誕
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
.

お
背
骨
さ
ん
が
正
装
で
く
つ

ろ
ぎ
、

そ

た
と
思

っ
た
。

こ
の
日
の
夕
食
は
、
私
た
ち

一
行
れ
ぞ
れ
に
談
笑
し
な
が
ら
食
事
を
と
き
て
、
私
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ス
ウ

の
案
内
役
を
さ
れ
た
ソ
フ
ィ
ア
・
ワ

っ
て
い
た
。

ェ
l
デ
ン
の
こ
か
国
の
研
修
視
察
を

ル
ジ
ョ

l
昨
」
」
(
ス
ウ

エ

デ

ン
保

そ
ん
な
芥
凶
気
の
中
で
、
レ
ス
ト
終
え
た
が
、
次
の
よ
う
な
焼
問
点
を

純
一稲
祉
委
円
以
会

・
障

害

者

援

護

局

郭

ラ

ン
中
に
響
く
よ
う
な
長
い
テ
l
ブ

持

つ

よ

う

に

な

っ
た
。
そ
れ
は
、
最

門
官
)
を
M

叩
い
て

の
会
食
だ

っ
た
。

ル
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
な
ど
、
そ
の
場
重
度
者
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ

場
所
は
、
ホ
テ
ル

の
二
階
レ
ス
ト
ラ

の
和
や
か
な
空
気
を
壊
す
砿
た
ち
の

っ
た
。

ン
だ

っ
た
が
延
々

と
二
時
間
に
も
及

一d
動
に
は
反
行
さ
せ
ら
れ
た
。
む
し
入
所
者
の
な
志
か
ら
兄
学
拒
否
の

が

5MMH2俊
勝

さ

ん

(

大

和

す

が

一
度
も
花
が
咲
い
た
こ
と
は

-

l

花

町

)

の
奥
さ
ん
の
雅
子
さ
ん
か
ら
「
花

あ
り
ま
せ
ん
。
花
屋
さ
ん
に
話
し

一

i
一

に

が
咲
か
な
い
木
に
花
が
咲
い
て
い
る
を
聞
い

て
見
ま
し
た
が
、
普
通
は
…

百

疋

叶

リ

の
で
比
に
き
て
く
れ
ま
せ
ん
か
日
と

花

を

つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
観
-

話

例

2
話
辿
絡
を
号
、
取
材
に
伺
い
葉
植
物
で
す
と
の
こ
と

で

し

た

:

〉

副

ま
し
た
と
こ
ろ
、
背
丈
1
メ
ー
ト
ル
隠
し
て
く
れ
ま
し
た
。

t

日
叶

あ
ま
り
の
本
に
化
が
咲
い
て
い
ま
し
こ
う
し
た
地
物
の
趣
味
は
奥
さ

角

伺

た
。

ん
て
集
め
始
め
て
同
年
に
な
る
-

苦

ナ

奥
さ
ん
の
話
し
に
よ
り
ま
す
と
、
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
管
理
に
あ
た
っ

叶

セ

「ド
ラ
セ
ナ
と
町
け

よ

5
2稲
て

は

、

2
2
2勉
強
し
た

一『
J

の
木
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

り
、
花
屋
さ
ん
に
聞
い
て
管
理
を
一

k
r

こ
の
木
を
日
っ
て
4
年
目
に
な
り
ま
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
前
づ
ね
愛
-

併
を
こ
め
て
の
管
理
が
伺
え
る
よ

『

E
E
E
E園
田
副
・
・
・
官
凶
・

a・
司
凶
町
劃

Ha--，
町
制
闘
幽
閉
圃
圃
・
開
制
幽
う
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。

-

llhhE.，
‘

.
E圃
聞

-E圃
一

色、
圃
・
・
岨
司

J
J

蝶
良
さ
ん
の
家
族
は
、
親
子
5

・

'凶.、
4a-v

幽・・・司掴・・園面----------圃四回
温・・・F凪
噌
咽
‘

.E'
・・・

fu
ll
--F固

，
F

幽
聞
』
回
国
B
・
E
・
-
-
・
可

1
J
引
H
mltq
l
i

‘.E
E副
人

で
、
こ
う
し
た
花
ば
な
が
室
内
-

/
J
M
E
g
p
d
園
司
日
1一
ト
引
い
ド

h・
・
・
司
副
主
り
家
庭
内
も
明
る
く
し
て
い
…

ノ
グ

訓
岨
圃
F
骨
司
H
J
問
M
g，
ト
ー
i
』

aa圃掴掴
aqa-----圃亡
し

る

よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

//
】・
・・・・・・司
L
由
E
“阻閣官・・卜

，内l
h

一斗A
司
a
l
a
開通咽・・
4
・
I
z
-
-LE

-

d
a唱
1
5
、一面
--Emv
‘.
4
E
・E-raEaa圃
聞
4
a
E

山

ノ
-
K
心
‘
目
・
園
田

Ea--E・
E
・-司
J

「望
'

a

-

、
弘明
、

ミ

出
・
・
・

F
祖
国
圃
・

7
1凶
圃

圃

置

'

曲

目

'E品

た
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、

一
般
の

人
た
ち
も
、
自
宅
の
隣
り
に
心
陣
者

が
引
越
し
て
く
る
の
を
い
や
が
っ
た

の
も
事
実
だ
。

ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
地
域
内
諸
条

件
や
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
か
ら
着

手
し‘

グ
ル
ー
プ
ホ
l
ル
を
建
設
し

て
実
践
し
た
。

最
初
は
施
設
居
住
者
の
中
で
、
陣

容
の
軽
度
の
人
た
ち
か
ら
異
動
さ
せ

た
ら
重
度
の
人
た
ち
が
残
る
と
い
う

結
果
に
な

っ
た
が
、
い
か
に
最
重
度

の
人
で
あ
ろ
う
と
も
グ

ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
生
活
す
る
加
川
を
決
め
て
い
た
。

そ
の
実
践
は
、
心
仰
者
が
施
設
で

暮
す
こ
と
が
当
り
前
で
は
な
い
の
で
、

思
い
切

っ
て

一
般
社
会
へ
出
す
の
で
、

ノ
!
?
ラ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
理
念
の
処

遇
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
小

さ
な
施
設
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
の
と

は
迷
う
の
だ
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
三

O
代
に

な
る
と
親
と
同
居
し
な
い
の
が
普
通

だ
そ
う
で
、
こ
ん
な
お
図
柄
と
い
う

か
生
き
方
か
ら
か
、
「
親
な
き
後

」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
な
い
の
だ
そ

う
で
あ
る
。

現
在
、
八

O
名
定
員
に
、

一
二
五

名
の
ス
タ
y
フ
が
指
導
に
当

っ
て
い

た。一
問
、
施
設
を
分
組
住
宅
で
売
り
出
す

五
二
二
名
定
員
の
施
設
が
、

名
{
正
品
に
縮
小
さ
れ
た
の
で
、

( 8 ) 

副i八
物 O

施
設
が
多
か
っ
た
の
で
、
心
附
者
の

実
態
に
接
す
る
機
会
が
少
な
か

っ
た

け
れ
ど
も
、
最
重
度
者
が
ど
こ
に
居

住
し
、
そ
し
て
ど
ん
な
処
遇
を
受
け

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
卒
直
な
思

い
だ

っ
た
。
次
の
訪
問
国
で
あ
る
ノ

ル
ウ
ェ
ー
と
デ
ン
マ
ー
ク
で
、
川
市
し

て
こ
の
疑
問
点
を
解
明
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
か
。
期
尚
し
た
い
。

5己

。申請先 役場内交通安全

協会事務局か交通安全係 ま

で与.

@持参する物 印鑑、函館自動

車安全巡転センタ ーの証明

告を持参願います。

交通安全優良運転者は申請を/
これは、交通規JliJを守り 10年

1m無事故、 3年以上離逃反の方

が社団法人函館方而交通安全協

会から表彰を受けることができ

ますので中附して Fさい。この

表彰は50cc. ~苧の運転者も合まれ

ます。

( 9 ) 



快速パス瀬棚号が運行
「ーー・E図面，Wt区=_r，-.Wl.
L--一一一一

i頼棚線IU止ノ〈スとは別に快速パスが 5JJl01lから迎行されることになりました。

行先

函

金

八雲駅前

2，100 

900 

A 
づ匡王罰

3袋小兎運賃は大人運賃の半額E

し、 10円未満の端数は10円単
位に切 η上げ。

館ゆき

乗車停留所

mお1.!J'な往復l，l.tlJ引:!felll券を販売しております.最寄
りのF工業所でお求め Fさい。

mゆき
行先

津見

上
D 二二]

検診を受けて明るい家庭づくり⑥月号

「----みんなの

下。

-お問い合わせは 函館パス側函館営聾所宮(0138)51-3137北桧山出張所宮(01378)4 -5434 

※今金町での乗車券の取扱いは、旧今金駅前、水上商庖で取扱いしています。 目

告豆ヨD みつわ前停留所
( "83>1ilT1luコ 亀田福祉センター前停留所

産
車
道
路

③亙豆島 函館駅前ターミナゆ蓄のりぱ
(!ll !li 1lD) 函館パス松島町待合所前

-
松
風
町

• • 

(e • 

項 目 出ていただ〈方
実施

時 間 対象地区 実施会場 備 考
する日

1日U1) 老人柄祉センター

8 EI U引 町民センタ

① 一般 相談 全 住 民 15日仰)10:00-15:00 全地区 老人福相センター 臨時相談、山地4H碍

22日開 開I民センター

29日ω 10]民センター

② 
乳児相談

生後6、9ヶ月児 4日附
受付 l崎 WJ

" " l早世指樽(離乳食講座) 9 :30-10:00 

1次検診の結果、 8 rj U'1I 
IIII;J: .血圧制定、即時検、川柚能、

③ 
営業者検診

精街検査を要する
受 付 l時間

" 今金保健所
醐ltr;i試鞍心，~図版底検査、

( 2 次) 10:00-11 :30 tl::吊且V栄養桁持
方 9日ω

④ 
妊品Ít~ ~目談

妊 婦 !l) 方 9日ω " 町民センター
柚1<<，血楠検査‘子診、 f今11i訓定

(母親学級) 12:45-14:00 " 診療、保健常聾指揮、歯4判旨導

③ 
無医地区巡 白石・八東地区

16日ω " 白石、八 白石舟の家 診甜科目 外科回 診療 一 般 住民 14:00-15:0。束地区 料金 他科

育児講座 3 月 児 " 身体問輔、保曲折樽ケ
9 :30-10:00 

⑥ 18日附 全地区 町民センター
身体~I訓 i糊指導、医師による |

乳児健診 4、7、10、12ヶ月児 " 12:30-13:0。 世間‘泊料m~q 神経学

今金常品目1耐
22日側

小百合楳育園
生後7ヶ月以上の

⑦ 歯科検診 小学校入学前の全 23 EIω " 今金幼稚悶 検診、染めIHL..プラ yンノグ桁
9 :00-14:00 般幼児 " 持、フヅソ塗布 保瞳指導、サホ

幼児 ライト

24日附 各締惇宵所

③ 股!胤健診
2ヶ月と25円以」

25日側 13:00-14:00 全地区 今金保健所 コ削節X拙写真の 乳児

第g回国際交漏のつどい
( 受入家庭募集 l 

5名の留学生を、受入

この機会に心;星

(10) 

※今年度は、

計画 Lています。

まる交流をしてみませんか。

。申込期限 6月15日

総合体育館②2026中島まで

。受入期間 B月17日一31日

議
会
構
成
き
ま
る

日J11品

Z荘

長長

5
月
7
日
臨
時
初
議
会
が
開
催
さ

れ
‘
減
長
、
副
級
長
、
各
常
任
委
円以

会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

波今
辺野

二 I~i
J!II 

総
務
文
教
常
任
委
員

委
円
以
長
狭
間
勝
昭
副
委
円
以
長

林

破

次

郎

委

員

河

村
昭
夫

石
川

正

荒

井

正

信

渡

辺

二
郎

産
業
建
設
常
任
委
員

委
員
長

中
野
三
郎

副

委

員

長

谷

削

除

委

円以

本
間

一
三

広

沢

功

田
中

一
夫

日

下

昭
二
郎

民
生
福
祉
常
任
委
員

委
円
以
長
笹
森
武
雄
副
委
員
長

曽

我

井

寛

治

長

谷

川

キ

ヨ

シ

吉

凶
吉

郎

渡

部

祐

治

今

野

仰

楢
山
青
年
の
家
組
合
議
会
纏
員

長

谷

川

キ

ヨ

シ

楢
山
広
域
消
防
組
合
機
会
随
員

狭

間

勝

昭

北
部
補
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
機
会

機

員

本

間

一
三

問
中

一
夫

波

部

祐

治

〕-1
 
〔



エキノコックス症について

普段の注意
6月の休日当番医

公②0221今金町国保病院7日

@生水、生物を口に しない

エキノコ yクスは、虫卵が口から入ること

によって感染しますが、私迷の生活に欠かせ

ない水については、水道水を利用することが

最も安全です。また r11.1野に出かけたl時は小

川の水や沢水なと'生水は飲まないり

「井戸は、 mてI水、相ドァkなどカぜ流入しない+咋
造にするJ、「井戸の附近に犬、キツネなどが

近づかないようにする'" r沢水などを利用す

るときは、エキノコ y クス虫の卵は熱に H~い

ので煮沸して飲む」などの注意をすることが

大切です。

野生のよ~実や山菜などは、よく洗い流すか

1-分熱を加えて食べるなどの注立が必要です。

。エキノコックス症状

エキノコ yクスの幼虫が肝臓に寄生しでも、

その発育は非常におそいので自覚症状が現わ

れるまでの潜伏mJは比蚊的長〈、数年から十
数年と言われています。

ìt~伏期lの次は進行期に人りますが、この頃

になると上腹部の不快感、膨i前!呂、肝臓の肥

大が認められるようになり、さらに症状が進

むと腹水などがJjlれ末期となり、肝不全をお

こして死亡することになります。

。エキノコ yクス症は治るか

エキノコックスtEにかかっていても、 I替f犬

J自lから進行J~Iへ移る早い l時期には外科治療も

容易であり、この時期に手術を受ければ完全

な治癒が可能てーす。

このため、自分から進んで健康診断を受け、

初期の段附でエキノコソクス症を発見し早J切

に治療することです。

ヱキノコックス虫

8②0057 
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